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〔学会〕 第 23凶千葉泌尿器科集談会
今回は第 3回目の学外開催で，銚子市ニュー大新にお
いて，地元医師会の御努力により設営開催された。当日
(昭和 49年 9月 8日)は台風が九州、|を襲うかという日で
あったが，ここ本州東端の太平洋に面した地は，風こそ
強かったものの，真夏を思わせる暑さの中，好天に恵ま
れて多数の参会者が相集い，活発なうちにもなごやかな
実り多い会であった。
演題は 10題で，まづ千葉県ガンセンター(部長・長
山忠雄)の相川英男らが， 68才男子に偶然見つけたL腎
の l例を報じた。左腎が右腎下極にほぼ直角に融合した
もので，これにもとづく症状はないために手術的に確認
はしていないという。従ってこの意味では正規の学会報
告は不能と思われるが，逆にかかる症例の実数の抱揮は
きわめて困難であろう。次いで千葉労災の並木徳重郎部
長らが，腎の先天異常 2例について述べた。第 l例は 32
才男子， 5500mlの内容を有する右腎孟尿管附着異常に
もとづく水腎の腎易IJ例， 第 2例は 46才女子の左側過剰l
‘腎と思われる例であった。後者は手術的に確認していな
いとのことであるが，稀有例であろう。第 3席は旭中央
(部長・田村欣一)の藤田道夫らが，保存的に治癒した
と認められた 49才女子の左腎外傷が，外傷後約 1カ月，
治癒認定後 10日にして再度出血し， 旬日前と全く異る
レ線像を呈したため止むなく腎剃除施行した例を述べ
た。腎外傷の治療方針および治癒判定は経験的にほとん
ど確立されているにもかかわらず，みごとに裏切られた
苦い経験例で，このような症例は再びわれわれを暗中模
索の心境に陥らせる警鐘に値する症例であった。第 4席
は国立千葉，石川嘉夫部長らの， 2例のウィ Jレムス腫虜
例報告であった。第 l例は 4才男子と比較的年長例で，
予後不良を思わせ，第 2例は 2才男子例で，切角腰部外
傷が先行したにもかかわらず，その折の検索不十分で見
逃されて後日受診したとのこと。剖検によりかなり多様
な組織像を呈した由である。小児における腫虜は極論す
れば検査よりも手術を旨とすべく，この意味でも治療の
迅速さが望まれよう。第 5席には，成田日赤(部長・真
鍋博)片海む郎らが， 46才男子に見られ，手術的に確
認した右副腎石灰化の l例を述べた。ただ，本症が左腰
痛を主訴としたことを考えると，この点と手術との関係
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はどうなのかにも触れてほしいものである。次は国立習
志野の梶本伸一部長らから， 34才男子の右側手拳大の
精液癌についての報告であった。既往の報告例の多くと
同じく，精系水腫と誤認したとのこと，本症の診断には
穿刺でもしない限り不可能であろう。次いで県立がんセ
ンター長山忠雄部長らから，勝l此内写真の進歩および現
況について分りよく説明があった。演者らの説くごと
く，かかる装置は，必要な折に直ちに利用，撮影ができ
なければ価値は半減するので，特殊フィルムを必要とし
ないものが優れている。第 8席は教室の真田寿彦らが新
しい消炎剤のヴォノレタレンの治験について発表した。演
者も述べたが，副作用に多少問題があるように思われる
が，急性炎症には用いるべきものという。次に教室遠藤
博志が，新しいアミノベンジルペニシリン誘導体である
ピヴプンピシリンについて述べた。これは吸収が速やか
で，血中濃度が著しく高くなる点に特徴があり，その意
味で注目される薬剤ではあるが，尿路感染症に対ずる薬
剤として特にこれでなければというものかどうか，ここ
らに議論がありそうである。評価はもう少し経験例を重
ねてからに譲ろう。最後に国立国府台の古河内忠部長が
過去 17年間の手術統計についてと題して発表した。昭
和 30年に同院外科より独立して皮泌科部長となり， 昭
和 41年以降は泌尿器科専門に診療に従事， この間終始 
i人だけという苦境にありながら多数の手術を施行され
て来た民の努力には頭が下がる。どうか今後とも御活躍 
F を祈りたい。
以上で演題を終り，群馬大学島崎淳が持参された 2例
の興味あるレ線写真をめぐって討論がなされた。 l例目
は4才女子の左側腹部の波動性腫痛で，重複腎の下方の
腎が膿蕩化したもの，かっ Weigert-Meyer法則違反
例とのことで，同民が述べられたごとく，世界文献上で
も稀有例であろう。第 2例目は 13才男子例で， 数年前
左腎部外傷の既往があり，静脈性腎孟撮影で、時間の経過
と共に鮮明化する嚢腫状の陰影の本態についていろいろ
の意見が寄せられた。しかし目下は何らの自覚症もない
ので確認の方法がなく，診断はお預けの形となった。
最後に教室伊藤晴夫が特別講演として尿路結石症の診
断と治療における最近の進歩と題する演述をした。本症
398 矯
が日常きわめて多い疾患でありながら，大部分のものが
原因不明であり，しかも術後に再発の少なくないことか
ら，もっと多くの泌尿器科医がエネルギーを注くべき問
題であろう。彼は，数年来の精力的な検討から，原因を
列挙し，かつそのおのおののアブローチに触れると共 
l慎
に，保存的療法について詳述，さらに再発防止の現況に
及ぶ諸問題を理路整然と述べ，参会者に多くの感銘を与
えた。もちろん，今後にゆだねるべき事も多いが，研究
の成果を期待したい。 
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